
極域電離圏酸素イオン撮像用の多層膜ミラーの開発 

Development of Multi-Layer Mirror for Imager of O ions in the Polar Ionosphere. 
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極域電離圏からはＰｏｌａｒ Ｗｉｎｄと呼ばれる主に水素・酸素イオンの流入・流出が起こっている。ここ

から流出する酸素イオンのエネルギーは主に数十ｅＶ以下と磁気圏に到達できるほど高くはないが、磁気圏尾部で

地球起源の数ｋｅＶものエネルギーを持った酸素イオンが観測されることがあり、極域電離圏を出た後の酸素イオ

ンの加速機構の解明が待たれている。 

我々のグループは、今までの人工衛星によるその場観測ではできなかった極域電離圏付近の酸素イオン分布の

２次元構造を明らかにするため、酸素イオンが太陽光を共鳴散乱した光（波長：８３．４ｎｍ）を光学観測するこ

とを考え、酸素イオンの共鳴散乱光を捉える光学系を製作している。しかし、極域電離圏付近の水素の共鳴散乱光

（１２１．６ｎｍ）が強いため、酸素イオンの共鳴散乱光に水素の共鳴散乱光が混入してしまい、この光学系は未

だに完成には至っていない。 

今回は、水素の共鳴散乱光の反射率を極力抑え、酸素イオンの共鳴散乱光を強く反射する多層膜ミラーを製作

した。本発表では、このミラーの反射特性や、このミラーを光学系に用いた場合の空間・時間分解能について報告

する。 

 


